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人間をめぐる若干の考察 (1)
石瀬秀治
はじめに
私は，この小論で，人間生命体という自覚存在の根本的本質的な性格や特徴
という問題について，私が今迄に発表してきた幾つかの論文と多少重複すると
ころもあるかと思うが，私見を出来るだけ簡潔に要約し，そこから更に人間が
その生命を自覚的主体的実存的に生きていく場合の方向や示唆を何程か覚え書
きとして書き綴ってゆきたいと思う。
第一節 宇宙における人間の地位
先ず最初に私は宇宙における人間の地位という問題から見ていこうと思う。
ところで，現代の宇宙科学はここ数十年来原子核物理学の発展と密接に関連し
合っていて，つまり太陽エネルギーの源が原子核融合反応のエネルギーに基づ
くことが明らかになったことにより， ここに極大のマクロコスモスの宇宙論が
目に見えない極微の素粒子に関するミクロコスモスの原子核理論と結びつくこ
ととなって， 目覚ましい進展をとげているのである。それで，私はそれら専門
家たちの駿尾について，又私の理解し得た限りにおいて，先ずわれわれ人間生
命体を誕生せしめ，又生存せしめている，こうした宇宙の生成や構成という問
題について差当りここに必要な程度と範囲において概括することから始めたい
と思う。
われわれ人間生命体を誕生せしめ，又生存せしめている，この真に無辺無彊
にして無始無終にわたる宇宙は，光や電波の届く範囲，即ち巨大な光学望遠鏡
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や電波望遠鏡や更にはニクス線望遠鏡によって探ることのできる範囲において
も，数千億もある「島宇宙」，あるいは「星雲」から成り立っている。銀河系
星雲やアンドロメダ星雲などはそうした島宇宙の一つにすぎないのである。
而もこうした星雲や星々は宇宙空間における稀薄なガスと微塵からなる「星
間物質」が悠久の時間にわたって臆て凝縮して出来上ったものなのであり，こ
の星が自分の引力で収縮して熱を出し，原子核融合反応によって光り始めるの
であるが，然し又それはそうした収縮の過程に続いて纏て爆発崩壊飛散の過程
を経て，世代を交替するのである。
ところで，われわれ人間の住む太陽系が所属している銀河系島宇宙は，宇宙
全体における極めて多くの島宇宙のなかの一つの島宇宙にすぎず，その年令は
150億年位にして，それ自身渦巻状で回転しており，現在では進化の結果直径
約10万光年，厚さ約1万光年という巨大な凸レンズ円盤型をなし，約1,000億
にも及ぶ星（太陽）と星間にただようガスと微塵が集って出来ていると云われ
るのである。
次にこうした銀河系島宇宙における太陽系の構成について見ることにしよ
う。恒星としての太陽は銀河系の中心から27,000光年の位置にある一つの平凡
な星にすぎないが，それを中心としてめぐる地球をも含めて 9個の惑星と32個
の衛星などから成り，太陽から最も遠い位置にある冥王星までの距離は光速度
にして約5時間半あり，一定の方向に公転しているのである。そして太陽は
今より約45億年以前に銀河面に渦巻く星間物質のなかで誕生したのであり，現
在の明るさのままで輝き続ける寿命は今後約100億年と計算されているのであ
る。
最後に， こうした太陽系内にある一惑星である地球も今から約45億年前に桓
星としての太陽を作ったのと同じ星間物質から進化誕生したものであり，一fl屑
の月衛星を伴い，太陽の周囲を自転しながら公転しているのである。そしてそ
うした地球の自転周期は 1日24時間昼夜にわたり，公転周期は 1年365日四季
にまたがるものと計算されていることも周知の通りである。私は，こうした甚
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準にもとづいて計られる時間を，後節で新めて人間の歴史という問題を考察す
るところで関説するつもりであるが， ここでは一応自然科学的時間，或いは宇
宙的時間，更には時計で計られる客体的時間とし，人間の自覚的主体的な歴史
的行為にかかわる実存的時間と一応区別し，又同時に更に歴史的な実存内にお
けるこの二つの時間の微妙に絡まり合う関係に注意すべきことを指適しておき
たしヽ と思う。
私は，そうした事の理由や必要の説明を，少し場違いの感じを免れないかも
知れないが， ここでは差当り敢えて便宜上次の恰好の文章（西谷啓治著「宗教
とは何か」，宗教論集I,244-246頁）をそのまま暫く引用させて頂くことで
済しておきたいと思う。
即ち， 「時はどこまでも限りなく渕り得るような過去から来り，どこまでも
限りなく開かれ得るような未来に進む。……我々が何処から来て何処へ去るの
かということ，我々の現存在そのもののもとが，霧に包まれている。……我々
の存在自覚は，時が無始無終なるものと見られてくるところに，最もよくその
謎と不安を露わにする。例えば私の生れて来たもとには私の親があり，私の親
にはまたその親がある。そうして限りなく過去に潮ることが出来る。結局は人
類の出現以前，生物の出現以前，地球や太陽系の成立以前にまで辿ってゆき，
更に果てしなく渕らねばならない。同じように私から子へ孫へと限りなく未来
につづいてゆく。そしてその先は人類や生物の消滅，地球や太陽系の消滅を経
て，果てしない未来のうちへ消えてゆく。……私の存在は，始めも終りもわか
らないそういう無限な関係を背景にして，そういう関係のうちに成り立ってい
るのである。その私の存在が何処から来たかというようなことは，そういう観
点からすれば，結局は解明され得ないものであろう。生物や地球や宇宙の歴史
についての科学的解明が如何に進歩しても，その歴史は恐らく限りなく過去へ
潮り，限りなく未来へ開けて，その始めと終りを窮めることは不可能である。
併しそれにしても，私が現に存在しているということは動かし難い事実であ
る。「時」が無始無終であっても，現にあるという現存は現にある。……「時」
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が無始無終なるものとして開示されてくるということも，この現存における私
の存在自覚のうちで，現存における「時」の根抵から無限な開けともいうべき
ものが自覚に上ってくることによって，初めて可能だったのである。無始無終
なるものとしての「時」の開示は，現存の根抵における無限な開けの開示と切
り離せない。その無限な開けのうちでのみ「時」は無限に渕り且つ無限に開け
ゆくものとして，即ち無始無終なるものとして，現れて1くるのである。それ
故，無始無終なる「時」のうちに「時」の（そしてまた現に存在する私なるも
のの「有」の）始めや終りをもとめることが，そもそも矛盾であり不可能であ
るとしても，かかる「時」自体の始めと終りは現存そのもののうちにもとめら
れ得る。そしてそのことが「時」と「有」の一層根源的な「もと」への追求で
あり，また「時」と「有」というものの本質への一層根源的な求めでもある。
無始無終なる「時」自体の始めと終りは，現存のうちにもとめられ得る。現存
は，時のうちで如何に遠く糊り如何に遠く追うても届き得ないものを含んでい
る。それは，平面に対する立体のような，或は有限なるものを如何に無限に増
大しても達し得ない真無限のような，次元を異にしたものを含んでいる。……
時自体の始めも終りも現在のもとに直下にある。無始無終なる「時」の始めも
終りも，本来そこに求めらるべきである。」，と。このような問題については，
叉後節で新めて取り上げることにしたいと思う。
ここで再び本論に戻ることにしよう。ところで，先に述べたような新しく誕
生した原始宇宙を満たしているものはもと原初的には中性子であるが，この中
性子は平均十数分で陽子と電子に分裂する。ところが，中性子は水素の原子核
（陽子）と殆んど同じ質量であり，ただ陽子のように正の電気をもっていない
素粒子である。又凡ての地球上の物質を作っている元素の原子核は中性子と腸
子との組合わせによって出来るのである。従って，原始宇宙においては，実際
の詳細な歴史的進化の姿は別として，科学的に考えられる可能な論理的経過と
しては，中性子から始まって忽ちに水素が作られ，又ヘリウムが生まれ， この
ヘリウムが更に中性子を捕えるという過程を次々に経て，地球上ではやがて炭
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素，酸素，ネオン，鉄，ニッケルなどのように次第に重い元素へと融合されて
ゆき，遂にはウラン元素まで作られていくが，そうした物質元素進化の過程を
経て，現在地球上における元素は92種類に達しているのである。そして，太腸
をはじめ殆んどの星は水素をヘリウムに変える水素反応のエネルギーによって
光り輝いていること，又現在の銀河系島宇宙はいろいろの計算や推測により今
から100億年，あるいは150億年余り以前に誕生したと考えられていることなど
は先にも述べたところである。
ところで，それ以前の宇宙が一体どんな姿のものであったかは全く知る手懸
りはないという。つまり，凡ての星雲や星が収縮し，それらの凡ての物質が余
りにも圧縮され，原子核さえも壊されて，中性子になってしまうからである。
唯，太陽も含めて，現在われわれの周囲にみられる星々は，無始以来何代も世
代を繰返して進化する過程のなかで，水素からウランまでの元素をもつに至っ
たと考えられるのである。そして，地球は勿論太陽から生まれたものであるか
ら，地球の上に誕生した人間生命体を作っている物質には，曽って一度は何所
かの空に輝く星の物質であったものが雑っていて，それに連続している筈であ
るとも云われる。これはわれわれを恐らく宇宙の限りなく遥かなる歴史にたい
しさまざまな冥想に駆立てて止まないでもあろう。
ここで私ごとを述べるのは，甚だ恐縮に感ずるのですが，私は曽って若い元
気な頃しばしば中部日本の北アルプス山岳地帯における綴岳，立山，浄土山，
毛勝山立面などに登ったのですが， 日中まことに広大華麗な白々とした雲海
の上に聟えたつ周囲の峨々たる連峰山脈の壮厳至極なるを展望し，又夜中にテ
ントを出て満天に簗然と鎮められた一面の星の群々の玄奥無窮なるを仰望した
時など，暫し陶然脱自となり，間もなくその余りにも巨大な厳しく人間を近づ
けないような大自然に相対して心理的には人間の余りにも微小非力なるに耐え
かね，何か絶大な力をもったものに依拠し，そうしたものそのものを祈願した
くなるような情念に陥いり，又何時となくいろいろの自由奔放なる冥想や空想
にのめり込んでいったものですが，然し又それと同時に臆てそうした奔放なる
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冥想や空想に耽ることからも覚め，大自然や宇宙にたいする只管なる驚I艇，長
怖，敬虔などの念をもって茫然と凝視するばかりであったことを，いま一つ大
東亜戦争中における私の応召入隊陸軍病院入院に続く米軍の爆撃機B29約70機
による夜の富山大空襲の爆撃下にあって，その呪われた轟々たる爆音と燃えし
きる火焔と悲痛限りない叫喚に満ちみちたこの世ならぬ修羅地獄の夜空を，哀
々の極みとし，然し戦争というものを憤怒にあふれて憎悪しながら，永く為す
すべもなくただ院み続けていた戦時体験と並んで，時にはこの両者が互に鋭く
違和反撥するものでありながら不幸にも何時しか相呼ぶ悲しい二重写しとなっ
て，今も尚強烈に眼底脳裡にやきついていることをしばしば思い出すのである。
ここで，本論に戻るために，少し唐突に思われるかも知れないが，若し人あ
って「五尺の小謳」にて「悠々たるかな天地，遼々たるかな古今」（巌頭の感）
というものにその実相において真剣に立向おうとした場合，人間はその宇宙に
おける生死や生存の根源的な疑問や不安や絶望などに圧倒されて， 自殺にまで
も駆りたてられるものと云うべきなのであろうか，とも付け加えておこう。
曽ってニュートンは万有引力を発見し，太陽系を構成する諸天体がどのよう
に回転しているかを明らかにしながらも， 「単なる力学的原因がそうした規則
正しい運動を生みだしたと考えるべきではなく」，そうした体系はただ「智あり
力ある存在の意図と支配」によってのみ生じたものに違いないとし，その「最
初の衝撃」を与えたものとして神を予想したのである。
これに対し，若い頃そうしたニュートンカ学の熱心な研究者であった，カソ
トは，その頃の代表作「天体の一般自然史と理論」 （副題，ニュートンの原理
に従って論述せし全宇宙構造の編成と力学的起源についての試論」 (1755年）
のなかで，ニュートンによって確立された地動説の立場にたって， 「恒星間に
おける系統的編成」を論じ，太陽系の起源に関する「星雲説」を唱え，叉自然
現象のうちに「神的配慮の意図」を看取しようとするような「誤れる人間的な
目的論」を非難して，その道徳的な実践哲学において神は道徳上の「要請」に
外ならないものと主張したのである。
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尚， ここで今一つだけ参考までにシュライエルマッヘルの宗教論を簡潔に要
約して述べておくことにしよう。シュライエルマッヘルは，宗教とは，われわ
れ人間が一切の有限なるものを無限なるものの表現として体験し，われわれ人
間がその行為や存在においてこうした無限者としての不可認識的絶対的な世界
根拠に端的に絶対帰依依存しているという感情，そして有限者としての人間が
そうした無限者と一如となることであると考えたのである。ここで， これ以上
宗教哲学史にわたるような引用を続けることは控えて，本論に戻ることにし
たしヽ と思う。
私は， これ迄に，現代の宇宙科学や地球科学の専門家の駿尾に従って，主と
して宇宙全体の生成や構成，島宇宙としての銀河系，太陽系内の一遊星として
の地球ということなどについてここで必要と思われる程度と範囲において述べ
てきたのであるが， こうした太陽系や地球は既に述べたように誕生以来既に約
45億年を経過しているのであり，その間原始地球の進化に従って次節で述べる
ように太陽系内では唯一の極めて恵まれた好条件のもとで纏て諸元素の進化と
諸々の植物生命体や動物生命体や遂には考える知性をもつ自覚的な人間生命体
などの生息態系をも創造し，誕生せしめ，進化させてくるのである。
人間は，新めて云うまでもなく， こうした宇宙における生態系内の一つの動
物生命体として誕生せしめられて生存しているのであり，それが宇宙における
人間の地位というべきものであり，人間がそこで生死する人間の宇宙環境なの
であり，人間を取りまく宇宙次元における環境に外ならないのである。人間の
生死はこのような姿で無始無終にして無辺無彊なる宇宙環境やその太陽系内に
おける地球環境とその深い次元や根源において一つに繋がり，その根底におい
て一つに離れがたく結びつき，その全存在をあげてそうした宇宙環境における
諸々の条件や因縁によって直接間接に包容されて被投的に生かされながら投企
的に生き臆て死滅していくのである。普通入間環境論と云えば， 自然環境とか
社会環境とか文化環境などという次元のものについて語られることが多いので
あるが，われわれ人間がその生死を深い次元から全体的具体的に自覚しようと
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する場合には， こうした宇宙環境との関係を無視あるいは軽視したものは，そ
れ丈その一層深い根源を見失った不充分なものとの批判を免れないと思う。こ
うした宇宙環境こそが凡ての物質的と生命的な存在のまさしく根源的究極的な
存在根拠に外ならないのである。そして又こうした宇宙環境の地平から一躍人
間生命の姿を観た場合，それは何と悽い微小脆弱なものであり，更には，後節
で少し述べるつもりであるが，少し先走って云えば，そうした人間存在を更に
倫理的に観た場合，それは一面善意志にたいしあらん限り誠実至純たらんと希
求しながらも，又そのように装いながらも，然し又他面飽くまで何と自愛的我
執的自己中心的な悪しき根に止処もなく執着しようともする卑劣なものでもあ
り得，又それに関連して国家悪に唆かされて地球をめぐり軍事スパイ衛星が飛
び交い，核兵器の拡散はもとより，キラー衛星やレーザー兵器やビーム兵器な
どいわゆる宇宙兵器の開発に大国が奔走している世界社会の現状を極まりなく
悲惨なものでもあると篤と反省せざるを得ないのである。
これについて，一言だけ反語的に付け加えておこう。若しそれ，尚「宇宙を
制するものが地球を支配する」とか，平和より軍備拡張や戦争をと豪語せんと
ならば，何をか云わんやである。現代はまさに何よりも先ず地球上における世
界中の出来るだけ多くの人間が個々の主体的自由に基づいてともどもに連帯の
輪を次第にひろげて「平和よ永遠に」，「愛は地球を救う」と繰返し主張し，その
単なる基体である偏狭な部族社会的な自国家中心主義の超克を媒介しながら，
地球上における恒久に平和な人類社会や世界共同体という究極的な目標の構築
にこそ懸命に着手すべき時代なのである。それが世界史における現代の歴史的
課題に外ならないのである。
ここで，私は， こうした宇宙の生成や構成やその創造的進化という問題を考
える場合，既に臆測されるでもあろうかと思うが，啓蒙主義的自然科学的な理
性の洗礼を受けたものとして，飽くまでも現代の宇宙科学や地球科学などの立
場に立って，とは云っても，素よりそれら専門家たちの駿尾について，解明し
ていこうとするものであって，決して徒にその形而上学的神話的神秘的などの
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怠味や仮設に関する議論あるいは空想論的擬人法的な想像や冥想に属するたぐ
いのものには軽々しく立入らず，何所までも科学のレベルでそれらのリアール
にあるがままの姿において敬虔謙虚にその実相を探求しようとする態度をとる
ものであることを明らかにしておきたいと思う。勿論この態度は次の節で地球
上の生態系における人間の地位という問題について考察する場合にも何ら変ら
ない筈であることをもここで附言しておこう。
私は元より，未だ科学的に啓蒙されていない未開無明の段階にある原始部族
や古代民族などが，当時知性の素朴幼稚ながらもあらん限りの次元で，当然さ
まざまな神や天主に基づく所謂天地人創造に関する神話を広く生み出し，そう
した創造神話によって人間の宇宙における生存の根源的な不安や疑問を鎮め，
宇宙や生命の摂理，由来， 目的，価値などを真剣に理由づけ，そうした神話に
心底から畏怖し，それを固く信仰し，又一般に一層良い来世への再生復活をり蚕
く期待確信しながら，至極素直にいわゆる自然法爾として生死していったと云
ってよいところがあるように思うし，又人類が永年にわたってそうした創造神
話に帰依依拠して生きてきた歴史の意義や必然性については， これを正当に評
価すべきものであると考えざるを得ないのである。
神話は，一般に入類の科学的理性の未だ十分に目覚めざる無明段階にある未
閲民族や古代民族が，天地人をはじめ万物を超越的な全知全能なる唯一絶対の
人格神に主宰された被造物として考えるという世界観や人間観をもつが，それ
は認識論的にみればつまり人類の永年にわたる知性的経験の反復や記憶や期待
の蓄積伝逹を通しての時間や空間という直観の形式と経験律的な因果論や目的
論などの思考推論する理性の範疇に基づいて，超絶的な全知全能なる唯一絶対
の第一原因（これは厳密には論理上そもそも「形容の矛盾」をおかしている概
念であり，思考法である）としての聖化された畏怖すべき創造的人格神を絶対
的に自由自在なる自己目的として端的に実体化し，天地人をはじめ万物をそ
れから発出し，それに主宰されるべき被造物であると演繹し，万物をそれの支
配摂理にかかわるものと統一的に解釈するという性格をもつのである。
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私は，曽って旧制の高等学校生であった時期に，幸運にも尊敬する国語国文
学の教授から「万葉集」に続いて「古事記」を詳しく講読して頂く機会を得た
が，その際特に「古事記」のなかの天地人創造説話に関する絞述の部分を私は
跨躇うことなく古代日本民族の神話として位置づけて評価し，又そうした日本
古代民族の神話を他の何つかの古代民族の神話と興味深く比較してみていたこ
とを今懐かしく思い出すのである。
そうした未開民族や古代民族たちの神話の内容や意味を現今の文化人類学や
歴史学や哲学などの立場からいろいろと分析し，比較し，解釈することもなか
なかに興味があり，又勿論是非必要なことでもあろうと思う。
然し，兎もあれ，人間は，次の節で少し詳しく述べるつもりであるが，文化
人類学的にみて，二足直立歩行と大脳化によるコトバの発達に伴って理性に基
づいて思考推論するホモ・サピエンスヘと進化してきたヒトとして，然し未だ
科学的に啓蒙されざる未開無明の段階においては素朴幼稚ながらも呪術的神話
的な世界観や人間観を生み出し，それを次第に出来るだけ整理統一して体系づ
け，それに従って人間の生死や社会統合の根拠を聖化しながら理由づけるとい
う方向に進んでいかざるを得なかったのであろうが，そもそも思考推論する理
性人としてのヒトは本質必然的にそのようにそれぞれの歴史的発達段階に相応
した何らかの世界観や人間観を不可欠とするのであり，従ってその未開無明の
段階においても当然それに照応した神話的な世界観や人間観を必要とし，それ
等における超越的な創造神をその生死や社会統合の聖化された理由や根拠とし
て畏怖崇拝し，それに基づいて力強く活気づけられながら生死し，社会を統合
していったものと考えられるのである。彼等の生命や生活は云わばその全体を
挙げてそうした呪術的神話的な世界観や人間観に満たされ，支えられ，活力を
与えられていたものであろう。彼等の生活や営為はその根源においてそうした
超越的絶対的な神に直接強く繋がり，それとその基底において緊密に一つに聖
化されて結びついていたであろう。その限り，彼らにとってそうした創造神を
中心とする神話的宗教は，人間や社会の一切の生活や営為を聖化しながら統合
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するというような意味において，重要不可欠の意義と価値をもつ世界観や人間
観でもあったと思う。
然しながら，人間の歴史が近代に近づくにつれ，又近代が一層進むに従っ
て，宇宙科学や地球科学や生命科学などの進歩に伴って，未開民族や古代民族
のそうした呪術的神話的な世界観や創造神にもとづく有神論的な世界観が次第
に崩れ始め，それらの根底にある神観そのものの本質的な反省批判を惹き起
し，又現代までの思想史において更にそれを否認無視するものも現われるなど
して，宗教の本質的意義が深く真剣に問いなおされるべき状況にあると思われ
るのである。
この点に関し， ここで又，次に引用する，少し長いが，恰好と思われる文章
を直接参照して頂きたいと思う。 （同上書， 54-56頁） 「従来は， 自然界の法
則は神の秩序と考えられ，そのうちに神の配慮が認められた。自然界の秩序は
人間界の秩序と併せて一つの大きな宇宙の秩序に統一されていた。……その秩
序は従って合目的的なものと考えられ，その宇宙秩序が逆にまた神の存在をあ
かしているとも見られた。……そういう秩序の思想はずっと古くピタゴラスや
プラトンに遡り，更に太古の諸民族にまで遡りうるであろう。近世になっても
ヶプラーやニュートンのような自然科学者が， 自分達の研究を目して， 自然の
法則を認識することによって神の経綸の秘密を探ろうとするのだと考えてい
た。併し科学的世界像が一応確立されるのと並行して， 自然観が目的論的から
機械観的に変ってゆき，そこから自然と人間との関係に根本的変化が生じて来
たことは，周知の通りである。その過程は，自然観が宗教的世界観の母胎から
離れて来た過程である。……その後， 自然界は，機械的必然の法則に支配され
た，我々のことには全く無関心な，非情の世界，冷やかな死の世界の相貌を深
めて来た。……宗教が古い目的論的な自然観に立脚しているというだけでは，
現代では少くとも不充分である。……（「世界が目的論的に観られるとは，世
界がそのうちに於ける人間の存在と根本に於て調和せるものとして観られると
いうことである。人間が世界の諸物の優位なる代表と見られ，世界が人間を中
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心として観られることであり，人間存在の意味や目的を基準にして世界の意味
や目的が考えられるということである。」） （同上書， 57頁）……併し上に云っ
たような，我々の人間的なあり方を抹消するインディフェレントな自然秩序を
も，なお神の秩序と見なしうるということが果して可能であろうか。或はそれ
はどこまでも神の観念とは相容れないものなのであるか。そのいづれであって
も，神についての従来の観念に，また人間についての従来の観念に，大きな問
題を投ずることにならざるを得ない。併し今までのところ宗教は，そういう根
本的な仕方では科学との対決に入っていないのである。」「宗教と科学という問
題は，神観そのものにまで触れるような根本的なところからでなければ，恐ら
く本当に問題として取上げたことにもならない。」と云われる。 （同上書， 54
頁）ここに引用した文章に表明されている意見や立場には，私もその隷尾につ
いて根本的に賛同するものである。
現代においては，後節で少し述べるつもりであるが，超越的人格的な創造神
に基づくたぐいの有神論の立場は却って深い開かれた宗教への接近超脱を阻ん
でいるところがあると考えられるのである。そして又，近代以来の科学の発達
進歩は成程一面においては上に云われているように宇宙や自然界を機械的必然
性の法則に支配された人間にとって関係のない冷やかな世界として顕わにして
くる面をもつが，然し又逆に人間が如何にその大いなる母胎としての宇宙環境
や生息環境に包容されながら生かしめられて生きているものであるかという実
相を明らかにすることによって却って両者を密接な親縁関係において和解融和
せしめる面をも持つと思われるのである。
私は，繰返し述べてきたように，宇宙の生成や構成とその創造的進化，銀河
系島宇宙のなかの太陽系における原始地球の進化，それに伴う動植物生命体と
いう生息態系の誕生進化，更にはそうした生態系内におけるヒトそのものの誕
生進化などの問題については，何所までも宇宙科学や地球科学や生命科学など
の立場からその実相を在るがままのリアールな姿において解明していくべきも
のであって，それらの呪術的神話的形而上学的などの立場からの論議には徒に
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立入らないという態度をとらざるを得ないと考えているものである。その場合
そうした地球上における生態系内のヒトそのものの誕生進化も宇宙環境や太陽
系内地球における無機界や有機界にわたる凡ゆる存在，例えば水や酸素や炭素
などを始め植物生命に続く蚤白質生成以来の猿類という動物生命にいたるまで
の極めて多くの植物生命や動物生命をその物理化学的や生命科学的な極めて恵
まれた直接間接の好都合な条件や因縁として縁起し進化してきたものなのであ
るから，そうしたヒトの生存はその奥深い根源において宇宙環境や地球上の生
態系に広く連なり，その根深い根底においてそれらと切離し難く結びつきなが
ら諸共に存在し，共々に生かしめられながら生き纏て死滅していくのである。
その意味で，人間は少なくとも本来宇宙や人間をその思い上った傲慢な自己中
心的な視点から解釈すべきではなく，寧ろ逆に人間はその実相に従って宇宙環
境における万物万法に飽くまで謙虚にその自己を修証されて，あるいはまさし
く大自然の生命とでも云うべき「造化に随って造化に帰れ」 （芭蕉）といった
態度において，更に人間界においてはその生命や生活を凡て天真に稀有の花た
りうる自他不二なるものとして互に親和尊重し合いうるような理想の社会や世
界を実現すべく，その生死を現成せしめていくという，云わばコペルニクス的
転回をへた方向に志向すべきであろうと思う。
こうした意味で，私は，最後に言わずもがなの蛇足的なことを甚だ散文的に
申すようですが，私の経験からおして，現代の鉄やコンクリートやアスファル
トや汚染された大気などに包まれ，而も「眼差しの地獄」に満たされた，打算
社会的な大都市社会のなかに住む人々には困難なことではあるとしても，出来
るだけ高い海抜面から澄んだ雲のない夜の満天に鎮められた光り輝く無数の星
々の姿を深く無心に見詰め，人間の生命的現存そのものが無始無終にして無辺
無彊なる宇宙環境という場において生起せる一つの歴史的な出来事なのであ
り，そうした宇宙環境と深い根源において重々無尽に自他不二なるものとして
一つに連続し，それに包容されてのみ生かしめられながら生きているといった
ような意味の感動をリアールに実感する体験を何時かしみじみとお持ちになり
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得る人々は幸運であると云うべきでもあろう，と思う。そして，又，そうした
体験がわれわれ人間にその宇宙環境における根源的な地位という問題を考える
ことになったり，あるいはそのいわゆる脚下を照顧するという糸口を与えるこ
とになる場合も決して少なくないであろう，と思うのである。
第二節 地球上生態系におけるヒトの地位
第三節 人間の文化と社会と歴史（以上予定）
（続く）
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